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1 回収した試験材料 

今回の試験の為に回収した試験用材料を以下の写真に示す。 
 

 

 
 

2 調査内容と試験場所 

要求された調査内容 試験場所 

1）吊材の強度調査（引張試験） ㈱神戸工業試験場 
2）アーチ材の強度調査（引張試験） ㈱神戸工業試験場 
3）鋼材及び溶着金属の定量分析 ㈱神戸工業試験場 
4）吊材破断面の調査（参考） ㈱神戸工業試験場 
5）吊材塗装の劣化調査 中国塗料株式会社 
6）吊材塗膜の付着力調査 東海鋼管株式会社 

補足説明：定量分析は吊材、アーチ材（母材）、アーチ材（溶接部）について行う。 
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3 試験片（供試体）の採取計画 

 
 
4 試験結果 

4.1 吊材の外観観察および断面マクロ組織試験 

 

破断箇所の左右の形状は一致していない。または破断面が存在せず延性破断か、疲労破断か

の判定が出来ない。今回調査した吊材 Ha-5R は中央部の吊材であり、かなり以前に破断し腐食

が進行して破断部の隙間が広くなっていった部位であると推定する。 
減肉は外面からのみ進行している。残存している部分に”組織の異常は認められない”ことか

ら、当該吊材は腐食が破断原因であると思われる。 

〈考察〉 
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図 1 吊材の受け入れ状況 
 

 

図 2 ①破断部の外観（受け入れまま） 
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図 3 ①破断部の外観（破断部の錆取り後） 

 

 
図 4 ①破断部の外観（受け入れまま） 
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図 5 ②破断部の外観（破断部の錆取り後） 

 

図 6 ③減肉部の外観 
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図 7 ③減肉部の断面マクロ組織 

 
4.2 引張試験結果 

 
 

 

アーチ材の試験結果では、全ての試験片で母材部で破断している。 
アーチ材の引張強度は比較的吊材の強度より大きい。 

〈考察〉 
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4.3 溶接部及び鋼材の定量分析 

 
 
4.4 塗膜分析結果 

 

 
 
 
 
 
 

水管橋吊り材塗膜を分析したところ、表層には珪藻と思われる生物の付着や、塗膜割れ、発

錆などが確認できた。 
塗膜は基材に最も近い部分は鉛含有塗料で、その上にアルキド樹脂系塗料、エポキシ樹脂塗

料、ふっ素樹脂塗料が塗り重ねられている。 
水管橋が崩落後水没していたことから、塗膜性能（割れ、層間剝離）に何らかの影響を与え

た可能性がある。 
全てのサンプルにおいて塗膜の割れが観察され、塗替え塗装（ふっ素）が施工された箇所で

は塗膜の層間剝離が確認されている。 
後付けバンド両端部の旧塗膜とふっ素樹脂塗装の境界部から腐食が進行したと思われる。 
⑨⑪のサンプルにはひび割れと錆が確認された。他のサンプルに錆はない。 
⑨⑪はバンドの連結部＝露出部であり、塗替え塗装が完全に行われていない箇所であると思

われる。この箇所の環境は、破断したバンド端部と同じである。 
塗替え塗装時に、狭隘部或いは隅角部の為下地処理が適切に行われず、旧塗膜と新塗膜の密

着に問題があり、塗膜の耐久性に悪影響を与えたと推定する。 

〈考察〉 
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添付資料 1（全体写真） 

T-5R-U 
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T-5R-B 

 
 
T-5R-M 
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4.5 付着力試験結果 

 
 
標準試験片①の付着に対して、48～81%の想定結果であった。 

 

※膜厚測定結果 

 

付着力試験の結果は、鋼面と旧塗膜の間で剥離が生じていない事を示唆する試験結果の一例

であると考える。 

〈考察〉
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添付資料 
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